
新
幹
線
は

長
万
部
ま
で

早
期
部
分
開
業
を

連載
北海道の鉄道を
活かそう!
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6
1
年
東
京
都
生
ま
れ
。

東
京
大
学
工
学
部
都
市
工
学
科

卒
業
、修
士
修
了
、博
士
１
年
中

退
。88
年
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
１
期

生
と
し
て
入
社
し
鉄
道
の
実
務

と
研
究
開
発
の
経
験
を
重
ね
た
。

2
0
0
5
年
に
退
職
し
て（
株
）

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
を
創
業
。交
通
計

画
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
従
事

で
地
平
主
体
の
ル
ー
ト
と
す
べ
き
だ
っ
た
」

「
費
用
が
さ
ら
に
増
し
Ｂ
／
Ｃ
は
１
を
大
き

く
下
回
る
」
と
い
っ
た
批
判
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

昭
和
か
ら
平
成
に
日
本
の
ト
ン
ネ
ル
技
術

は
急
速
に
進
歩
し
、
鉄
道
も
道
路
も
長
大
ト

ン
ネ
ル
を
次
々
と
完
成
さ
せ
た
。
雪
深
い
北

海
道
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
主
体
の
方
が
安
定
輸

送
で
き
除
雪
コ
ス
ト
も
縮
減
で
き
る
と
判
断

し
た
の
だ
ろ
う
。
技
術
を
過
信
し
、
自
然
を

甘
く
見
た
面
も
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
今
さ
ら
ル
ー
ト
変
更
も
工
事
中

止
も
で
き
な
い
。
極
め
て
厳
し
い
状
況
の
中
、

批
判
で
は
な
く
、
新
幹
線
を
活
か
し
北
海
道

の
未
来
を
開
く
た
め
の
建
設
的
か
つ
実
行
可

能
な
提
案
を
綴
る
。
関
係
の
皆
様
へ
の
エ
ー

ル
と
受
止
め
て
も
ら
い
た
い
。

新
幹
線
は
部
分
開
業
が
普
通

　

賢
者
は
歴
史
に
学
ぶ
に
倣
い
、
表
に
過
去

の
新
幹
線
の
開
業
の
ス
テ
ッ
プ
を
示
す
。
最

初
に
開
業
し
た
東
海
道
を
除
き
、
い
ず
れ
も

部
分
開
業
を
経
て
い
る
。

　

上
越
は
全
線
同
時
開
業
と
は
言
え
、
実
質

の
起
点
は
東
京
で
あ
り
、
上
野
・
東
京
と
段

階
的
に
開
業
し
た
の
は
東
北
と
同
一
で
あ
る
。

　

北
海
道
は
新
函
館
北
斗
ま
で
部
分
開
業
し

た
後
、
札
幌
ま
で
一
気
に
全
線
開
業
す
べ
く

進
め
て
来
た
が
、
40
年
代
と
な
る
可
能
性
す

ら
あ
り
、
部
分
開
業
に
舵
を
切
る
べ
き
で
は

新
幹
線
札
幌
延
伸
は
40
年
代
？

　

北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
は
２
０
１
２

年
に
概
ね
35
年
度
の
開
業
予
定
で
着
工
し
た

後
、
15
年
に
政
府
・
与
党
申
合
せ
に
て
30
年

度
末
開
業
を
目
指
す
と
５
年
前
倒
し
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
24
年
５
月
に
工
事
主
体
で
あ
る

鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
（
以

下
「
機
構
」
と
言
う
）
は
国
交
大
臣
へ
「
30

年
度
末
開
業
は
極
め
て
困
難
」
と
報
告
し
た
。

そ
れ
を
受
け
有
識
者
会
議
に
て
検
討
さ
れ
、

さ
る
３
月
14
日
に
「
現
時
点
で
の
開
業
は
38

年
度
末
の
見
込
み
。
さ
ら
に
数
年
遅
れ
る
可

能
性
も
あ
り
」
と
発
表
さ
れ
た
。

　

翌
日
の
北
海
道
新
聞
の
見
出
し
は
、
官
民

「
損
失
計
り
知
れ
ず
」。
延
伸
は
早
く
と
も
14

年
後
、
場
合
に
よ
っ
て
は
40
年
代
と
な
り
、

30
年
度
を
前
提
に
ま
ち
づ
く
り
や
投
資
を
進

め
て
来
た
沿
線
の
官
民
に
大
打
撃
で
あ
る
。

　

倶
知
安
町
の
幹
部
は
「
新
幹
線
は
当
面
来

ず
、
駅
前
が
活
性
化
す
る
は
ず
も
な
い
」
と

語
り
、
世
界
中
・
日
本
中
の
富
裕
層
が
集
ま

る
ニ
セ
コ
の
地
価
も
下
落
し
か
ね
な
い
。

　

道
内
の
各
テ
レ
ビ
も
繰
返
し
報
道
し
、

「
自
分
が
生
き
て
い
る
間
に
乗
れ
そ
う
も
な

く
悲
し
い
」「
北
海
道
の
過
疎
化
に
追
打
ち
」

「
北
海
道
の
優
先
順
位
が
低
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
」
と
い
っ
た
声
が
続
い
た
。

　

第
15
回
『
新
幹
線
長
万
部
ま
で
２
０
３
１

年
度
開
業
』
に
書
い
た
よ
う
に
、
工
事
遅
れ

の
原
因
は
、
南
か
ら
順
に
渡
島
ト
ン
ネ
ル
の

地
質
不
良
、
羊
蹄
ト
ン
ネ
ル
の
巨
大
な
岩
塊
、

札
樽
ト
ン
ネ
ル
の
発
生
土
受
入
れ
地
確
保
の

困
難
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
加
え
て
、
24
年
か
ら
の
建
設
業
に

お
け
る
働
き
方
改
革
に
よ
る
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
の
影
響
も
大
き
い
。

（機構HPの図に加筆）

札樽トンネル

羊蹄トンネル

渡島トンネル

批
判
で
な
く
建
設
的
提
案
を

　
「
地
質
不
良
や
岩
塊
出
現
等
も
織
込
ん
で

工
程
を
組
ん
だ
の
で
は
」「
本
州
以
南
よ
り

人
口
希
薄
な
北
海
道
で
は
用
地
買
収
は
容
易
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現
在
の
函
館
―
札
幌
の
鉄
路
の
メ
イ
ン
経

路
は
、
か
つ
て
の
長
万
部
―
倶
知
安
―
札
幌

の
「
山
線
」
か
ら
長
万
部
―
苫
小
牧
―
札
幌

の
「
海
線
」
に
移
行
し
た
。
な
お
、
２
年
く

ら
い
前
の
国
交
省
資
料
が
函
館
―
長
万
部
を

「
海
線
」
と
称
し
、
そ
れ
を
倣
う
も
の
が
増

え
て
い
る
が
誤
り
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
さ
て
置
き
、
倶
知
安
―
札
幌
を
部

分
開
業
し
て
も
、
長
万
部
―
倶
知
安
の
在
来

線
は
単
線
・
非
電
化
で
長
時
間
を
要
し
、
メ

イ
ン
経
路
は
変
ら
ず
「
海
線
」
で
あ
り
、
函

館
以
南
―
札
幌
の
速
達
化
に
は
資
さ
な
い
。

千
年
の
計
の
新
幹
線
札
幌
駅

　

新
千
歳
空
港
を
経
由
し
た
国
内
外
各
所
と

ニ
セ
コ
の
行
き
来
は
速
達
化
で
き
る
が
、
今

の
計
画
の
ま
ま
倶
知
安
―
札
幌
を
部
分
開
業

さ
せ
た
ら
１
０
０
０
年
後
悔
す
る
。

　

第
５
回
『
北
海
道
千
年
の
計
の
新
幹
線
札

幌
駅
』
と
第
11
回
『
新
幹
線
計
画
を
見
直
し

徹
底
的
に
便
利
に
』
に
書
い
た
よ
う
に
、
超

高
層
ビ
ル
前
に
建
設
中
の
駅
を
札
幌
東
と
し
、

現
駅
に
も
新
幹
線
駅
を
作
る
べ
き
だ
。

　

そ
し
て
、
図
を
再
掲
し
た
よ
う
に
、
岩
見

沢
・
旭
川
・
帯
広
・
釧
路
・
空
港
・
苫
小
牧

の
各
方
面
と
対
面
・
短
時
間
乗
換
え
で
き
る

配
線
と
ダ
イ
ヤ
に
す
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
空
港
か
ら
倶
知
安
駅
最
寄

り
の
ニ
セ
コ
と
短
時
間
で
行
き
来
で
き
る
よ

時
間
と
し
て
片
方
向
１
時
間
当
り
約
３
０
０

人
、
北
海
道
の
魅
力
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
か
ら

し
て
決
し
て
大
風
呂
敷
で
は
な
い
。
日
収
１

億
円
、
年
収
３
６
５
億
円
の
差
と
な
り
数
百

億
円
の
工
事
費
増
は
す
ぐ
に
回
収
で
き
る
。

石
丸
伸
二
氏
と
の
面
接
で
気
付
き

　

筆
者
は
、
石
丸
伸
二
氏
が
設
立
し
た
地
域

政
党
「
再
生
の
道
」
の
都
議
会
議
員
候
補
者

の
公
募
に
応
募
し
、
二
次
選
考
を
通
過
し
て

最
終
選
考
の
石
丸
氏
と
の
ネ
ッ
ト
公
開
面
接

を
受
け
、
残
念
な
が
ら
不
合
格
と
な
っ
た
。

な
い
だ
ろ
う
か
。

う
に
な
る
。

第
22
回
『
中

速
新
幹
線
で

道
内
移
動
を

短
時
間
に
』

に
書
い
た
中

速
新
幹
線
を

空
港
ル
ー
ト

に
も
適
用
す

る
と
札
幌
―

空
港
は
18
分
、

３
分
接
続
で

倶
知
安
―
札

幌
25
分
と
併
せ
て
46
分
で
あ
る
。

　

自
動
車
専
用
道
が
さ
る
３
月
23
日
に
仁
木

ま
で
開
通
し
、
30
年
頃
に
倶
知
安
ま
で
開
通

見
込
み
だ
が
、
空
港
―
倶
知
安
は
１
時
間
半

を
要
し
新
幹
線
＋
中
速
新
幹
線
の
２
倍
だ
。

そ
れ
ほ
ど
鉄
道
は
本
来
高
い
能
力
を
持
つ
。

　

し
か
し
、
空
港
―
倶
知
安
46
分
と
す
る
に

は
現
行
の
札
幌
駅
の
計
画
を
改
め
ね
ば
な
ら

な
い
。
今
の
ま
ま
倶
知
安
―
札
幌
を
部
分
開

業
さ
せ
て
は
、
新
幹
線
と
道
内
在
来
線
の
便

利
な
接
続
は
実
現
で
き
な
く
な
り
、
北
海
道

新
幹
線
の
効
能
が
大
き
く
低
下
す
る
。

　

計
画
を
改
め
る
の
に
、
工
事
費
は
お
そ
ら

く
数
百
億
円
増
と
な
る
。
一
方
、
改
め
た
場

合
と
改
め
な
か
っ
た
場
合
の
鉄
道
利
用
者
は
、

平
均
単
価
１
万
円
×
日
に
１
万
人
く
ら
い
の

差
に
な
る
と
予
想
す
る
。
有
効
時
間
帯
を
15

面接動画

　

そ
の
中
で
、「
こ
の
数

十
年
間
メ
デ
ィ
ア
が
鉄
道

は
儲
か
ら
な
い
と
報
道
し

続
け
た
結
果
、
自
分
を
育

の
高
評
価
の
チ
ャ
ッ
ト
を

投
稿
下
さ
っ
た
。

　

不
合
格
後
も
見
ず
知
ら

ず
の
多
く
の
方
が
評
価
の

て
て
く
れ
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
も
含
め
鉄
道
会
社

は
皆
、
鉄
道
事
業
に
知
恵
と
資
金
を
投
じ
た

利
便
向
上
に
消
極
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
お
話
し
た
。

　

石
丸
氏
か
ら
質
問
さ
れ
て
芸
備
線
の
利
便

向
上
に
よ
る
売
り
手
（
鉄
道
会
社
）、
買
い

手
（
利
用
者
）、
世
間
（
地
域
）
の
三
方
よ

し
と
満
員
電
車
解
消
策
を
お
話
し
た
と
こ
ろ
、

視
聴
し
て
い
た
皆
様
が
１
０
０
０
件
以
上
も

倶
知
安
―
札
幌
部
分
開
業
？

　

有
識
者
会
議
報
告
書
の
参
考
資
料
の
最
後

９
シ
ー
ト
に
渡
り
「
倶
知
安
・
札
幌
間
の
部

分
開
業
を
想
定
し
た
場
合
の
課
題
に
つ
い
て
」

が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
技
術
的
な
課
題
が
多
数
列
記
さ

れ
、
当
然
に
費
用
は
嵩
み
、
全
線
開
業
が
さ

ら
に
遅
れ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
何
よ
り
、

部
分
開
業
に
よ
る
利
用
者
利
便
、
地
域
へ
の

メ
リ
ッ
ト
、
ひ
い
て
は
社
会
的
便
益
の
増
大

に
関
す
る
記
述
が
な
い
。

面接中のチャット
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ィ
ア
か
ら
「
鉄
道
は
儲
か
ら
な
い
、
開
発
事

業
で
稼
げ
」
と
言
わ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

　

メ
デ
ィ
ア
が
「
鉄
道
は
儲
か
る
」
と
報
道

し
始
め
た
ら
、
鉄
道
各
社
は
経
営
方
針
を
変

え
よ
う
。
な
お
、「
鉄
道
は
儲
か
る
＝
独
立

採
算
で
黒
字
」
で
は
な
い
。
地
方
の
道
路
も

港
湾
も
空
港
も
、
建
設
費
・
管
理
費
は
ガ
ソ

リ
ン
税
等
の
受
益
者
負
担
を
上
回
り
、
収
支

で
は
赤
字
だ
。
鉄
道
だ
け
が
黒
字
に
な
る
必

要
は
な
い
。
鉄
道
は
現
行
よ
り
経
費
増
で
利

便
向
上
し
経
費
増
よ
り
増
収
と
な
れ
ば
よ
い
。

　

メ
デ
ィ
ア
が
社
会
の
空
気
を
作
り
、
そ
の

正
誤
に
関
係
な
く
皆
が
そ
れ
に
従
う
。
例
え

ば
、
札
幌
市
に
て
敬
老
パ
ス
見
直
し
へ
の
反

対
が
非
常
に
高
ま
っ
た
一
方
、
何
の
話
題
に

も
な
ら
ず
廃
止
さ
れ
た
市
町
も
多
い
。
メ
デ

ィ
ア
が
取
上
げ
た
か
ど
う
か
の
差
だ
。

　

連
載
で
頻
繁
に
書
い
て
い
る
「
日
本
人
の

大
半
が
人
口
減
は
決
定
事
項
と
誤
解
」
も
、

メ
デ
ィ
ア
が
社
人
研
の
発
表
を
誤
解
し
て
決

定
事
項
だ
と
繰
返
し
報
道
し
て
い
る
せ
い
だ
。

長
万
部
部
分
開
業
こ
そ
が
最
善
策

　

第
15
回
と
第
17
回
『
山
線
と
海
線
も
活
か

す
新
幹
線
部
分
開
業
』
に
、
長
万
部
部
分
開

業
の
具
体
策
・
有
効
性
・
実
現
性
を
書
い
た
。

　

そ
の
時
点
で
、
遅
れ
は
６
年
く
ら
い
と
想

像
し
て
い
た
の
が
、
今
回
８
年
以
上
と
出
た

か
ら
に
は
、
沿
線
へ
の
悪
影
響
を
最
小
化
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ピ
ン
チ
を
転
じ
て
チ

ャ
ン
ス
と
為
す
長
万
部
部
分
開
業
こ
そ
が
最

善
策
と
断
言
し
、
開
業
時
期
は
で
き
る
限
り

早
期
と
し
た
い
。
以
下
を
同
時
に
実
施
す
る
。

▽
渡
島
ト
ン
ネ
ル
へ
作
業
員
と
機
材
を
集
中

　

投
入
し
長
万
部
以
南
を
早
期
開
業

▽
旅
客
新
幹
線
を
函
館
乗
入
れ

▽
貨
物
新
幹
線
を
本
格
運
行
し
旅
客
新
幹
線　

　

は
大
宮
以
北
全
区
間
で
時
速
３
６
０
㎞
に

▽
長
万
部
―
東
室
蘭
を
電
化
し
特
急
は
電
車　

　

に
、
貨
物
は
電
気
機
関
車
牽
引
に

▽
長
万
部
―
苫
小
牧
―
札
幌
と
長
万
部
―
倶

　

知
安
―
札
幌
を
中
速
新
幹
線
化

▽
新
幹
線
と
各
線
は
30
分
サ
イ
ク
ル
ダ
イ
ヤ

　

以
上
に
よ
り
表
の
よ
う
に
便
利
に
で
き
る
。

と
南
鶉う
ず
ら工
区
の
貫
通
を
い
か
に
早
く
で
き
る

か
が
鍵
を
握
る
。

　

図
に
示
し
た
よ
う
に
、
ト
ン
ネ
ル
の
通
常

の
設
計
に
対
し
、
ト
ン
ネ
ル
の
変
形
を
抑
制

す
る
た
め
に
薬
液
注
入
、
鋼
管
・
鋼
材
追
加
、

壁
圧
増
加
、
円
形
断
面
へ
の
変
更
等
の
追
加

対
策
を
要
し
掘
削
速
度
が
低
下
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
工
程
短
縮
策
と
し
て
、
工
区
境

の
変
更
（
進
捗
の
早
い
工
区
を
拡
大
）、
作

業
班
の
追
加
（
２
交
代
制
→
３
交
代
制
）、

２
切
羽
施
工
（
１
工
区
で
両
方
向
へ
同
時
掘

削
）
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

精
一
杯
の
取
組
み
を
し
た
上
で
、
台
場
山

工
区
は
掘
削
完
了
29
年
３
月
、
軌
道
開
放

（
土
木
工
事
が
完
了
し
軌
道
・
電
気
工
事
を

開
始
）
30
年
11
月
、
南
鶉
工
区
は
掘
削
完
了

28
年
12
月
、
軌
道
開
放
30
年
５
月
と
し
て
い

る
。
掘
削
完
了
～
軌
道
開
放
に
１
年
半
前
後

を
見
込
ん
で
い
る
が
、
切
羽
で
の
掘
削
と
手

前
区
間
で
の
土
木
工
事
を
別
パ
ー
テ
ィ
で
同

時
施
工
す
る
等
で
短
縮
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

吹付コンクリートはトンネル壁面側、
アーチ上の鋼材はトンネル空間側
（以下３図とも機構ＨＰより）

コ
メ
ン
ト
を
お
送
り
下
さ
り
、
日
本
中
で
の

鉄
道
利
便
向
上
へ
の
期
待
を
再
確
認
で
き
た
。

そ
れ
で
も
不
合
格
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、

「
再
生
の
道
」
に
は
「
し
ご
で
き
」（
仕
事
が

で
き
る
）
人
材
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
機
に
、
メ
デ
ィ
ア
が
「
鉄
道
は
儲

か
ら
な
い
」
と
報
道
し
続
け
る
理
由
を
改
め

て
ジ
ッ
ク
リ
と
考
え
て
み
た
。

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
分
析
し
て
便
利
な
鉄
道
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
は
な
い
」「
技
術
的
検
討
に

よ
り
鉄
道
の
利
便
向
上
に
は
莫
大
な
コ
ス
ト

を
要
す
る
」
と
い
っ
た
報
道
は
一
切
な
い
。

　

思
い
浮
か
ぶ
理
由
は
「
国
鉄
は
赤
字
だ
っ

た
」「
他
の
メ
デ
ィ
ア
は
皆
、
鉄
道
は
儲
か

ら
な
い
と
報
道
し
て
い
る
」「
鉄
道
会
社
は

鉄
道
は
儲
か
ら
な
い
前
提
で
経
営
計
画
を
練

っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
こ
と
だ
。

メ
デ
ィ
ア
が
社
会
の
空
気
を
作
る

　

国
鉄
は
利
便
向
上
＝
商
品
価
値
向
上
を
怠

り
、
か
つ
値
上
げ
を
政
治
家
に
反
対
さ
れ
た

か
ら
赤
字
に
な
っ
た
。
ど
の
メ
デ
ィ
ア
も
鉄

道
が
儲
か
ら
な
い
根
拠
を
何
も
示
し
て
い
な

い
。
鉄
道
会
社
は
メ
デ
ィ
ア
が
鉄
道
は
儲
か

ら
な
い
と
報
道
し
て
い
る
か
ら
そ
れ
を
前
提

に
経
営
計
画
を
練
っ
て
い
る
。

　

ど
こ
か
お
か
し
く
な
い
か
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道

が
新
幹
線
駅
を
超
高
層
ビ
ル
前
に
計
画
し
て

鉄
道
で
の
儲
け
を
追
求
し
な
い
の
も
、
メ
デ

台
場
山
と
南
鶉
が
鍵
を
握
る

　

第
15
回
に
て
分
析
し
た
よ
う
に
、
地
質
不

良
に
苦
し
む
渡
島
ト
ン
ネ
ル
の
台
場
山
工
区
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ト
ン
ネ
ル
貫
通
後
の
工
程
短
縮

　

ト
ン
ネ
ル
貫
通
後
は
、
軌
道
工
事
～
電
気

工
事
～
監
査
・
検
査
～
完
成
検
査
～
訓
練
運

転
と
な
り
、
軌
道
・
電
気
工
事
に
５
年
、
監

査
等
に
３
年
３
カ
月
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

軌
道
・
電
気
工
事
は
難
航
し
て
い
る
２
工

区
以
外
は
先
行
し
て
実
施
で
き
、
最
も
遅
れ

る
台
場
山
工
区
の
軌
道
開
放
か
ら
５
年
は
要

さ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
監
査
等
に
て
、
最

高
速
度
３
２
０
㎞
化
の
た
め
に
１
年
３
カ
月

と
し
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
か
つ
て
営

業
継
続
し
な
が
ら
最
高
速
度
３
２
０
㎞
化
し

た
。
冬
季
試
験
に
２
冬
季
を
見
込
ん
で
い
る

が
、
長
万
部
以
南
は
以
北
よ
り
雪
は
少
な
く

気
温
は
高
く
１
冬
季
で
充
分
で
は
な
い
か
。

　

全
般
的
に
短
縮
の
余
地
が
あ
り
そ
う
だ
。

第
15
回
に
書
い
た
31
年
度
部
分
開
業
は
決
し

て
不
可
能
で
は
な
い
と
思
え
る
。
北
海
道
の

未
来
の
た
め
に
、
自
然
と
闘
い
つ
つ
実
務
を

切
り
回
す
機
構
の
皆
様
の
奮
闘
を
期
待
す
る
。

北
海
道
の
政
官
財
が
一
致
団
結
を

　

道
庁
や
沿
線
自
治
体
等
で
作
る
北
海
道
新

幹
線
建
設
促
進
期
成
会
は
、
さ
る
４
月
４
日

に
中
野
国
交
大
臣
へ
、
工
期
短
縮
に
よ
る
早

期
開
業
、
財
源
確
保
、
開
業
遅
れ
へ
の
影
響

対
策
等
を
要
望
し
た
。

　

新
幹
線
札
幌
延
伸
の
大
幅
遅
延
は
、
北
海

道
の
経
済
に
甚
大
な
悪
影
響
を
与
え
る
。
政

官
財
が
一
致
団
結
し
て
国
へ
強
く
要
望
活
動

を
重
ね
る
べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

そ
の
際
、
一
般
論
で
な
く
具
体
的
か
つ
実

行
可
能
な
内
容
を
要
望
し
た
い
。
工
事
遅
延

に
北
海
道
の
責
は
な
い
の
だ
か
ら
、
道
路
整

備
や
空
港
活
用
で
な
く
、
前
ペ
ー
ジ
に
箇
条

書
き
で
整
理
し
た
鉄
道
の
活
用
策
に
対
す
る

国
費
投
入
を
堂
々
と
主
張
で
き
る
は
ず
だ
。

　

本
稿
の
提
案
を
実
行
す
る
と
、
当
然
に
全

線
開
業
ま
で
の
総
工
事
費
は
数
千
億
円
増
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
日
本
の
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
に
な
る
べ
き
北
海
道
の
未
来
の
た
め
に
、

国
費
を
投
じ
て
し
か
る
べ
き
だ
。

機
構
と
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て

　

多
く
の
国
民
は
東
海
道
新
幹
線
の
１
９
６

４
年
10
月
開
業
を
知
っ
て
い
て
も
、
59
年
４

月
着
工
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
だ
ろ
う
。
着

工
か
ら
わ
ず
か
５
年
半
で
開
業
し
た
の
だ
。

　

64
年
の
東
京
五
輪
に
向
け
絶
対
に
間
に
合

わ
す
と
の
熱
気
が
日
本
全
体
に
広
ま
り
、
国

鉄
と
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
組
ん
だ
が
故

だ
。
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
も
、
建
設
主
体

の
機
構
、
営
業
主
体
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
恩
恵

を
受
け
る
地
域
が
一
致
団
結
し
、
そ
れ
と
同

様
に
な
っ
て
欲
し
い
。

　

そ
れ
に
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
開
業
後
に
こ

南鶉工区台場山工区

の
よ
う
に
便
利
に
な
る
と
の
具
体
的
な
ダ
イ

ヤ
を
世
に
示
す
こ
と
が
第
一
と
考
え
る
。
工

事
費
増
に
伴
い
国
費
投
入
を
増
や
す
に
も
、

地
元
負
担
を
地
域
に
受
入
れ
て
も
ら
う
に
も

そ
れ
が
必
須
だ
。
そ
の
叩
き
台
は
本
稿
と
今

ま
で
の
連
載
に
示
し
た
。

　

ま
た
、
機
構
が
迅
速
に
工
事
を
進
め
る
に

は
、
発
生
土
や
ト
ラ
ッ
ク
交
通
、
若
干
の
騒

音
・
振
動
等
を
地
域
に
受
け
入
れ
て
も
ら
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
機
構
と
地
域
と
の
接
点
は

工
事
内
容
等
の
説
明
資
料
で
あ
り
、
機
構
の

方
が
主
体
で
書
い
た
で
あ
ろ
う
有
識
者
会
議

報
告
書
の
以
下
が
気
に
な
っ
た
。

▽
項
目
名
が
長
く
頭
に
入
り
に
く
い

▽
過
去
・
現
在
・
未
来
い
ず
れ
の
説
明
も

　
「
～
て
い
る
」
の
表
現
が
多
く
理
解
し
に　

　

く
い

▽
現
状
説
明
と
対
応
に
同
じ
文
面
の
繰
返
し

　

が
多
く
必
要
以
上
に
ペ
ー
ジ
が
多
い

▽
工
事
遅
延
に
関
す
る
状
況
説
明
と
対
処
策

　

に
加
え
事
業
費
増
の
説
明
が
く
ど
い

　

筆
者
は
頑
張
っ
て
読
み
通
し
た
が
、
行
政

や
メ
デ
ィ
ア
の
皆
様
は
途
中
で
挫
折
し
た
方

が
多
い
と
想
像
す
る
。
課
題
と
影
響
、
対
処

策
を
具
体
的
か
つ
簡
潔
に
記
載
し
て
多
く
の

関
係
者
の
理
解
を
得
て
こ
そ
、
機
構
は
地
域

か
ら
の
応
援
や
協
力
を
得
ら
れ
る
。

　

最
後
の
小
言
に
は
、
機
構
が
地
域
と
一
丸

と
な
り
技
術
力
を
存
分
に
発
揮
し
、
困
難
な

壁
を
乗
越
え
て
欲
し
い
と
の
願
い
を
込
め
た
。


